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髙須 裕美※1 

 

本研究では,音楽教育的観点から幼児歌唱曲の選定のあり方を検討した。その際,小学校

の音楽教育で歌唱共通課題として挙げられてきた教材を比較対象とし,その傾向と課題を

考察する。1 つ目は曲の速度感において歌唱共通教材と選定頻度の高い幼児歌唱曲の平均的

な速度において，どの程度の差があるのかという調査を行った。２つ目は,幼稚園と小学校

音楽科で共通して用いられる教材曲の作曲された年代の違いについて明らかにした。この

２つの調査を用いて，歌唱共通課題に選定されている曲の速度感から現代の子どもの歌の

速度感の傾向を明らかにした。この結果から幼稚園教育における幼児歌唱曲のチャートを

作成することによって，伝統的に歌い継がれてきた幼児歌唱曲の再考の可能性を示した。 
 

キーワード：幼保小連携 ,  子供の歌の速度感 ,  子供の歌文化 ,  伝統音楽  

 

※1 岡山大学学術研究院教育学域 

 

Ⅰ 問題と目的 

子供の遊びについての問い直しが議論されている註１。坂井（2010）は, 日常

生活の中で見られる子どもの繰り返される遊びの姿から, 子どもの遊ぶことと

歌うことは,「自然な結びつきを持っている」と述べており１），近年では, 歌う

ことは,子供の語彙力発達の１つの要因であることも報告された２)。幼少期に歌

い続けた歌詞やメロディは，子供の音楽的アイデンティティ（個性）を育み，

子供の記憶や感覚として生涯に亘って心に残るものになる。したがって保育者

がどのような歌を取り入れるのかということは，子供の遊びと同様に，何をど

のように教えていくのかという文化的伝承の要素を持つ。2017（平成 29）年度

『幼稚園教育要領』「環境」には, 2 内容(6)において「日常生活の中で，我が

国や地域社会における様々な文化や伝統に親しむ」３）と記載された。このよう

に我が国の教育は，文化や伝統を継承するという使命感を背景に持ち，子供が

様々な音楽経験を積んでいけるような指導計画を立案することが求められてい

る。それを専門性として捉えることは，小中学校教育のような共通教材を持た

ない幼児教育であるがゆえに，重要な課題であると言える。では, 幼児教育の

実践者は,文化の伝承者として，どのような音楽を選択し，音楽活動に取り入れ

ていくのか。 

大人と子供の歌唱曲が競合する音楽文化４）の中で，子供の歌う姿の理解の有

り方に加えて検討が必要な課題は，保育における歌唱曲の選定である。子供は，
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乳児の頃から映像の刺激を移動中や外出先でも視聴している。テレビやデジタ

ル機器を使った映像は，スマートフォンなどの普及にも伴って，子供の日々の

生活に深く入り込んでいる。2015 年のベネッセ教育総合研究所の，首都圏の０

歳６か月〜６歳就学前の乳幼児をもつ保護者 4,034 人を対象にした調査では，

1 日に２時間以上テレビを視聴している乳幼児は５割，さらにビデオ・DVD・ハ

ードディスクレコーダーは２割であった。この調査から，視聴できるメディア

媒体に，スマートフォンとタブレット端末が項目に加わり，数値も上がった。

また,この調査では，低年齢の未就園児の 31.7％は家庭での視聴時間が２時間

以上であることも明らかになった５）。つまり，子供は「子供向けの音楽」に限

らず，あらゆる媒体から多種多様な音楽を聴いており，これらのデータは，子

供の音楽的な発達や技能の獲得に大人がどのように関わっていくのかを示すべ

きであること示唆している。 

一般に曲の難易度は，音域の広さとリズムの難しさを見ながら判断されるこ

とが多いが，これまで幼児歌唱曲の難易度に関して具体的な提示がなされてこ

なかった。保育者の主観的意図によって，音楽的な発達とは関係ない視点で選

曲された幼児歌唱曲選曲の実態に関する論考（白石, 2000）６），歌唱曲は平易

なリズムのものから段階的に進んでいくべきであることが指摘される報告も見

られる(樋口, 2016) 7）。現代の新しい子供の歌は，楽曲としての複雑さを増し，

わらべ歌を始めとする日本の伝統的な歌とは大きくかけ離れたリズムや旋律の

特徴を持っている。しかしながら，そのことを把握し，保育者が適切なねらい

を持って歌を評価し選曲するような指標を示すために必要な課題は，保育者が

歌唱曲の難易度をどのように捉えて理解するかという点である。 

 以上のような考察を前提に本論では，幼児歌唱曲の楽譜と小学校歌唱共通教

材に記載されている速度感に焦点を当て，３歳以上児の歌詞のイメージに関す

る言語的発達や音楽的な発達を加味しながら，幼保小連携教育において情操教

育の基盤となる保育で使われる定番曲を捉える新たな枠組みの構築を目的とす

る。 

ここで用語を統一する。これまでの論述でも既にそうしてきたが，本論では，

子供が幼稚園，保育園認定こども園などの未就学施設で取り扱う保育に使われ

ている歌を「幼児歌唱曲」と定義する。また，本論では，３〜６歳児を「子供」

と表記する。 

 

Ⅱ 方法 

１ 小学校の歌唱共通教材における速度指定 

先ずは, 2020（令和 2）年度用小学校音楽科教科書を分析対象としてみよう。

小原光一・飯沼信義・浦田健次郎（監修）（2020）『小学生の音楽』教育芸術社，

及び新実徳英（監修）（2020）『音楽のおくりもの』教育出版が調査対象であり，

いずれも１～６年生すべてを用いる。現行の小学校学習指導要領の第２章第６

節音楽では,「共通教材」が指定されている。これは「教材として扱うべき特定

の楽曲名」を指す。本研究では教科書教材の中から，共通教材のみを抽出して，
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速度記号を抽出する。 

第一学年の「ひらいたひらいた」48，第三学年「うさぎ」Lento＝50-55，第四

学年「さくらさくら」69，に関しては，正確な速度を記載していないため，３

〜５曲の一般公開視聴覚録音データ，録画資料から速度を図り，平均的な数値

を設定する。第六学年「越天楽今様」に関しては，徳丸吉彦らの DVD 資料註 2) 

を速度資料とし，速度を設定する。 

 
２ 幼児歌唱曲の選定 

次に，幼児歌唱曲の選定を検討したい。『幼稚園教育要領』には，具体的な曲

名の記述はなく，使用頻度の高い歌唱曲は，複数ある市販の教材曲集に監修さ

れ，収録されている。Mizusaki & Takasu（2017）による幼児歌唱曲と小学校教

科書の重複における研究 8）を参考に，本論では，2010 年以降発行に販売されて

いる教材曲集 12 冊を収集し，６冊以上で収録されている曲を幼児歌唱曲とす

る。 

本論で使用する選定頻度の高い幼児歌唱曲は，計 66 曲である。この中で，速

度指示が記載されていないものは，除外する。また，出版社や編曲者によって

速度記号指定されているものがあることが明らかであり，その場合は複数の速

度指定の平均値を設定する。Lento（♩=50-55）や Allegro (♩=120-151) などの

速度標語も，平均値を数値として抽出する。また，表記を統一するため，速度

記号は Beat per minute とする（以下，略して BPM と表記する）。 
 
３ 速度感における幼小共通教材の分析方法  

得られたデータを基に，先ず，小学１〜６年生の歌唱共通教材の平均的な速

度指定と，先述の頻度の高い幼児歌唱曲の速度指定の平均を比較した。次に，

幼児歌唱曲が発表された年代を明治〜平成に分類し，時代に即して速度がいか

に変化しているのか，そして幼児歌唱曲集には，どの時代の歌唱曲を選定した

ものが多く選定されているのかを分類した。 

 
Ⅲ. 結果および考察     

表１・表２に基づいて，幼稚園と保育園と認定こども園を含む，未就学児施

設における幼児歌唱曲と小学校歌唱共通教材の速度感の比較し，小学校の歌唱

共通教材との選曲の関係について調査する。次に，歌唱曲の作曲された年代か

ら，未就学児施設と小学校が採用している歌の発表年について比較する。さら

に，子供の音楽的発達に関する先行研究から，表３を基に集団での歌唱活動に

おける幼児歌唱曲の選定について，保育者の専門性を促す指標となるデータベ

ースを提示する。 

１ 速度感の速い幼児歌唱曲の傾向 

小学校歌唱共通教材の BPM＝91（表１）と幼児歌唱曲の BPM＝107（表２）

にそれぞれの速度指定の詳細を記載した。 
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表１. 小学校歌唱共通教材（BPM 平均:91） 

学年 曲名 BPM 

第一学年 

 

中央値註３）:93  

かたつむり 92 

うみ 88-100 

ひのまる 104 

ひらいたひらいた 54-48 

第二学年 

 

中央値:98 

夕やけこやけ 84 

春がきた 120 

かくれんぼ 112 

虫のこえ 80 

第三学年 

 

中央値:96 

 

春の小川 104 

うさぎ 52 

ふじ山 96 

茶つみ 104 

第四学年 

 

中央値:92 

さくらさくら 76  

もみじ     92 

とんび 92 

まきばの朝 132 

第五学年 

 

中央値:98 

 

こいのぼり 96 

冬げしき 100 

子もり歌 60 

スキーの歌 120 

第六学年 

 

中央値:80 

おぼろ月夜 80 

われは海の子 126 

ふるさと 80 

越天楽今様 40 

表２. 幼児歌唱曲全 66 曲一覧（曲名，掲載冊数）BPM 平均:107 

10 冊掲載（N＝15）  

中央値 102 

せかいじゅうのこどもたち

が 
132 7 冊掲載（N＝11） 中央値.:115 

あわてんぼうのサン

タクロース 
120 てのひらをたいように 108 おかえりのうた 126 

いちねんせいになっ

たら  
103* ぶんぶんぶん 104 おなかのへるうた 112 

うみ  88 まつぼっくり  84 グーチョキパーでな 92 
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* Moderato (76～96) は中間の 86 と設定し，Allegro（120～152）は 136，Andante（63~76）70 とした。 

 

ここから幼児歌唱曲の方が小学校歌唱共通教材よりも，BPM で 16 速度感の

速い選曲の傾向があることが判明した。この差は，メトロノームで示すと

Moderato (♩=76-96)  と Allegretto（♩=96-120）の違いである。主な速度標語と

目安となるテンポは, 速度感覚を分かり易く表記する日本語表現として，

につくろう 

うれしいひなまつり  69 
南の島のハメハメハだいお

う 
128 

クラリネットをこわ

しちゃった 
86 

おおきなふるどけい 108 むすんでひらいて 104 こぎつね 96 

さよならぼくたちの

ほいくえん 
 83 8 冊掲載（N＝16）中央値 104.9 てをたたきましょう 118 

さんぽ 120 あめふりくまのこ 104 
ぼくのミックスジュ

ース 
136 

たなばたさま 126 いぬのおまわりさん 104 メリーさんのひつじ  86 

チューリップ  92 おつかいありさん 103* ゆうやけこやけ  84 

どんぐりころころ  60 おててをあらいましょう 
10

3* 
ゆきのペンキやさん  94 

とんぼのめがね 100 おにのパンツ 
10

3* 
ゆげのあさ 112 

ふしぎなポケット 112 おはながわらった  76 6 冊掲載（N＝11） 中央値 112 

めだかのがっこう 108 おべんとう 115 
アイスクリームのう

た 
121* 

やまのおんがくか  96 きのこ 108 
しあわせならてをた

たこう 
116 

ゆき 102 
せんろはつづくよどこまで

も 
120 すうじのうた 115 

9 冊掲載（N＝13）中央値 102 そうだったらいいのにな 112 たこのうた 112 

アイ アイ  92 たきび 60 とけいのうた 102 

あくしゅでこんにち

は 
120 とんでったバナナ 132 ドレミのうた 103* 

おおきなくりのきの

したで 
104 バスごっこ 126 ドロップスのうた 96 

オバケなんてないさ 102* 
ハッピバースデートゥーユ

ー 
 85 にじ 86 

おもいでのアルバム   70* ビリーブ  96 にんげんっていいな 136* 

かたつむり  92 むしのこえ  80 まっかなあき 120 

きたかぜこぞうのか

んたろう 
123 やぎさんゆうびん  120 もみじ（文部省唱歌） 92 
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Moderato は「歩くような速さで」と記載し，Allegretto は「やや快速に」と示さ

れる。小学校で使用される歌唱教材は共通教材だけではなく，速度感のある小

学校歌唱教材を総合的に網羅すると，その差は縮まってくることが推察される

が，このリストに挙げた共通教材においては，文部省唱歌や大正時代の童謡な

どが指定されており，伝統的な歌唱曲を基盤にした内容を収集している。第二

次世界大戦以前の日本で歌われた文化的な遺産であるとも言える。 

阪井ら（2012）は,これらの曲は歌詞が難解であったり，児童生徒の生活感覚

とかけ離れたものもあると指摘しており, 教材として扱うにはかなりの工夫が

必要であると述べ， 移調したり，二部合唱に変えたりすることなど，多少のア

レンジを提示している 9）。 

これらの歌唱共通教材の速度を羅列してみると,第四学年の「まきばの朝」は

BPM130 で特に速度感が速いが,24 曲中 16 曲は Moderato のものが占めている。

このような「歩くような速さ」である速度感覚であるからこそ，歌詞を明朗に

歌い，動物や鳴き声の歌詞を振り返り，その意味を教師と子供が味わいイメー

ジすることができるのではないかと考えられる。 

表２には，幼児歌唱曲の使用数と速度をしている。全体的にテンポの速い曲

が多く使用されている。10 曲掲載の幼児歌唱曲の中には，15 曲中７曲が「歩く

ような速さで」とされる Moderato (BPM: 86) を使用しているが，７曲掲載の幼

児歌唱曲では，11 曲中２曲であり，６曲掲載の幼児歌唱曲では 11 曲中１曲の

みであった。Moderato よりも遅い速度感を持つ歌唱曲は 66 曲中 21 曲使用され

ている。つまり, 幼児歌唱曲として使われている多くの歌の３分の２以上は，

Moderato 以上の速度感のあるアップテンポの曲を採用しているということで

ある。 

どのような曲を選曲し，どのような活動内容によって展開するのかというの

は，教師や保育者に委ねられている。その一方で授業の教材選択について，小

学校では基本的には教科書に掲載された曲集の中から選曲されるのに対し，保

育者は，季節や生活に相応しい曲を教材曲集やわらべうた，伝承遊び歌など，

幅広い選択肢から子供に口承で紹介し，繰り返し歌うことや生活と関連付けな

がら，聴く活動と歌う活動を繰り返することによって歌唱曲を伝えていくとい

う相違点がある。未就学児は，聴こえてくるリズムに反応して身体を活発に動

かしやすい音楽発達段階であることも関連して，保育者は一般的にリズム感の

ある曲を好んでいることが多いのではと考えられる。 

この小学校歌唱共通教材と幼児歌唱曲における速度感の違いは，時代による

音楽的嗜好との関連を示す必要がある。そこで，楽曲発表された時代を図１に

分類した。 
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図１. 時代別幼児歌唱曲における推移

２ 歌唱曲選曲の時代別分類比較

（１）昭和以降の保育歌唱曲への音楽的嗜好

図１からは，小学校歌唱共通教材と幼児歌唱曲の発表年の推移から，多くの

幼児歌唱曲は，昭和以降のものを採用する傾向に偏っていることが分かる。つ

まり，幼児歌唱曲では，未就学施設において，多くのテンポの速い曲を選曲し

て歌っており，現代の歌を多く選曲している傾向がある。日本の子供の歌は，

大人文化と混在しているだけでなく，アップテンポの選曲傾向が加速化してい

ると指摘できる。音楽のリズム理解について，太田ら（2015）は，４歳の子供

は，シンコペーションのように拍子カウントとずれる複雑なリズムについては

早く理解し真似することができるが，二分音符のような長音では，他の音を聴

きながら打つリズムとして表現するまでに時間がかかることを明らかにしてい

る 10)。多くのアップテンポな曲を歌う子供のリズム感覚は，リズムが複雑でノ

リの良い音楽に大きく刺激を受け，順応している可能性がある。他方，伝統的

な日本の音楽に多くある速度感の落ち着いた音楽を経験する機会が減ることが

懸念される。

例えば，日本のわらべ歌は，言葉の抑揚や流れに即した歌を多く持ち子供の

遊び歌として保育実践で伝承されている。Z. Kodály［1882-1967］は，それぞれ

の民族の音楽を歌うことを起点にして，音楽経験を広げていくことを１つの理

念に掲げ 11），リズムの難易度に関する指標を示している。また，子供を対象に

した歌の実践活動は，指導者の声や遊び歌を子供が聴くことにより，音やリズ

ムの要素を経験的に教授している。さらに，未就学児のリズム課題は，四分音
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符と八分音符の組み合わせのリズムが含まれる楽曲を選択することが段階的な

目的のある適切な教示方法であるとした。明治以降の幼児歌唱曲でも，この指

標に合う平易な曲を見つけることは難しいが，昭和後期以降の速度感のある曲

を中心に選曲することは，歌から獲得できる日本語の持つ単語のイメージや，

オノマトペのような固有な音の語感を豊かに味わう経験を軽んじて伝えられる

ことも考えられる。絵本や言葉のやりとりにおいて，子供は言語的な性格や面

白さを楽しむ経験を積み重ねているが，歌唱曲においても，周囲の大人が言葉

とリズムを大切に伝える重要性に気付き，具体的で実践的な保育内容のアイデ

ィアを充実させることが必要である。 

 

（２)速度感の落ち着いた感覚を持つ幼児歌唱曲の検討 

そこで筆者は，新たに検討すべき幼児歌唱曲の選曲に４つの条件を設定した。

第１は，先に分析した速度感のデータから適度な速度感を Allegretto（♩=96-120）

までとした。第２に，Z. Kodály のリズムに関する指摘を参考に，日本語の言葉

を味わうために四分音符と八分音符で構成された曲であることとした。第３に，

吉富 12)と水崎 13)の研究結果を参考に子供の声の音域が広過ぎないものを中心

にリストを１点トから２点ニを範囲として設定する。第４に，子供が歌詞を覚

える曲の長さを 16 小節と設定して考慮し，それ以上長い曲は除外した。また，

先述した幼児歌唱曲の 12 冊の曲集以外に，この４つの条件に合ったわらべう

た・唱歌・童謡を新たに選定するために，『こどものうた』（ばら社）『童謡・唱

歌・わらべうた』（新星出版社）を追加資料とする。 

このリストには，保育内容「言葉」と，国語教育，発達心理学を専門分野と

する協力者３名からの意見を反映させた。現在のところ，リストの曲数は多い

とは言えないが，引き続き曲の抽出を増やし，リストを拡大していく予定であ

る。年齢別に分けているが，同じ年齢であっても４月時点で学級には，３歳１

か月〜４歳１か月の子供がおり，月齢差があるため，３歳児のリストは３〜４

歳児，４歳児のリストは４〜５歳児，５歳児も同じく５〜６歳児の子供をとい

うように年齢に幅を持たせて検討したものが表４である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙須　裕美

─ 186 ─



幼児歌唱曲の速度感の傾向と課題 

 

表４. 幼児歌唱曲リスト 

 

＊「音域への配慮」欄の空欄は,原曲の音域でも歌唱可能であるとし記載していない。 

曲名 作詞者 作曲者 ⾳域への配慮 速度 選曲のねらい 作品発表年
ほたるこい 開始⾳をラに設定 指定なし ４つの⾳の要素で構成する 不明
げんこつやまのたぬきさん ⾹⼭美⼦ ⼩森昭宏 指定なし ４つの⾳の要素で構成する 不明
なわとびあそび 指定なし ３つの⾳の要素で構成する 不明
たけのこいっぽんおくれ 指定なし ３つの⾳の要素で構成する 不明
かごめかごめ 指定なし 集団遊びの中で取り⼊れる 不明
⽉ 不明 不明 88 年中⾏事に取り⼊れる 1910（明治43）年
鳩 不明 不明 96 ⼝語が歌詞になっている 1911（明治44）年
たこの歌 不明 不明 ハ⻑調に移調する 112 ⽣活や遊びに関連して取り⼊れる 1910（明治43）年
どんぐりころころ  ⻘⽊存義 梁⽥貞 60 ８⼩節の短い物語の歌詞を経験する 1921（⼤正10）年
こいのぼり 近藤宮⼦ ⼩出浩平 120 ３拍⼦系の⾳楽経験ができる 1931（昭和６）年
ぞうさん まどみちお 團伊玖磨 Moderato ３拍⼦系の⾳楽経験ができる 1951（昭和26）年
おうまのおやこ 林 柳波 松島つね 112 全体の7/8は、四分⾳符で構成されている 1941（昭和16）年
チューリップ 近藤宮⼦・井上武⼠ 井上武⼠ ハ⻑調に移調する 92 園⽣活の中で花を⾒る場⾯が想定される 1932（昭和７）年
まつぼっくり 広⽥孝夫 ⼩林つや江 ハ⻑調に移調する 84 ⽣活環境の中で⾒た花から歌詞を想像する 不明
たなばたさま 権藤花代・林 柳波 下総皖⼀ へ⻑調に移調する 120 全体の3/16は、四分⾳符で構成されている/ 年中⾏事を知る 1941（昭和16）年
とけいのうた 筒井敬介 村上太郎 ハ⻑調に移調する 60 時間の学びにむけた曲として取り⼊れる 1953（昭和28）年
雀の学校 清⽔かつら  弘⽥⿓太郎 ハ⻑調に移調する 108 連続する２点ハの経験・「学校」への興味を育てる 1921（⼤正12）年
⾦⿂の昼寝 ⿅島鳴秋 弘⽥⿓太郎 ハ⻑調に移調する 不明 ⽣き物の様⼦や⾊を観察したり想像したりする思考を育む 1919（⼤正12）年
春よ来い 相⾺御⾵ 弘⽥⿓太郎 90 季節への意識 1923（⼤正12）年
靴が鳴る 清⽔かつら  弘⽥⿓太郎 ハ⻑調に移調する 104 「みんな」という歌詞によって仲間同⼠の関係への興味を広げる 1919（⼤正８）年
ふたあつ まどみちお ⼭⼝保治 ハ⻑調に移調する Moderato数字や形・体の部位への興味関⼼を持つ 1937（昭和12）年
⼤きなたいこ ⼩林純⼀ 中⽥喜直 56 ⼤⼩の違い、強弱の違い、声や⾝体表現による表現⼒を育てる 1952（昭和27）年
めだかの学校 茶⽊ 滋 中⽥喜直 108 ⽣活環境で⾒る⽣き物の様⼦を観察したり、想像したりする 1951（昭和26）年
シャベルでホイ サトウハチロー 中⽥喜直 112 ⽇常⽣活で⾒る事ができない⽣き物の暮らしを想像する 1953（昭和28）年
おつかいありさん 関根栄⼀ 團伊玖磨 106 蟻の様⼦を想像し、弾んだリズム（付点の⾳符）を経験する 1950（昭和25）年
七つの⼦ 野⼝⾬情 本居⻑世 ハ⻑調に移調する 108 応答性のある歌詞や、２⼩節にまたがる⻑いフレーズを経験する。1928（⼤正17）年
背くらべ 海野厚 中⼭晋平 ハ⻑調に移調する 96 3拍⼦の⾳楽を経験する。年中⾏事（⼦供の⽇）の歌詞を味わう 1923（⼤正12）年
肩たたき ⻄條⼋⼗ 中⼭晋平 88 家族への思いやりを描いた歌詞を歌で想像する 1923（⼤正12）年
⻩⾦⾍ 野⼝⾬情 中⼭晋平 58 韻を踏むような⾔葉の遊びを経験する 1923（⼤正12）年
シャボン⽟ 野⼝⾬情 中⼭晋平 72 シャボン⽟の描写や気持ちを歌詞で学ぶ 1922（⼤正11）年
みかんの花咲く丘 加藤省吾 海沼実 78 ⼿合わせ遊びを伴いながら歌を学び、6/8拍⼦の曲を経験する 1946（昭和21）年
思い出のアルバム 増⼦とし 本多鉄磨 Andante 季節ごとに⼀年中を思い出しながら想像する 1980（昭和55）年
かわいいかくれんぼ サトウハチロー 中⽥喜直 104 強弱の表現や、ささやくような歌い⽅を⾃分なりに楽しむ 1951（昭和26）年
⼭⽺さんゆうびん まどみちお 團伊玖磨 120 絵本のような物語を歌の中で経験する 1939（昭和14）年
びわ まどみちお 磯部俶 88 ３拍⼦の⾳楽を経験し、季節の⾷べ物を知る。 1958（昭和33）年
数字の歌 夢虹⼆ ⼩⾕肇 110 数字への興味関⼼を広げる 1957（昭和32）年
いちねんせいになったら まどみちお ⼭本直純 110 学校への希望と新しい⼈間関係への興味関⼼を深める 1966（昭和41）年
ふしぎなポケット まどみちお 渡辺茂 ハ⻑調に移調 112 ⾷べ物への興味と、速度感の変化を経験する 1953（昭和28）年

わらべうた
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歳
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Ⅳ. 総括と課題 

本研究の目的は，現代の子供の歌の速度感に関する選曲における課題を明ら

かにすることであった。子供が家庭で好んで歌う歌が，大人の音楽文化と重な

るようなリズム感を持つものも存在する。しかし，幼児歌唱曲は，子供のリズ

ム理解や言葉を理解して歌う観点から，とりわけ演奏することを目的とする場

合, 平易なものから順序立てて行われるべきである。また，幼児歌唱曲と小学

校の共通教材の歌唱曲の速度感の違いを明らかにし，幼児歌唱曲リストから時

代別に分類することによって，共通教材と幼児歌唱曲の速度感の違いの根拠に

なる選曲の背景も示した。 

2018（平成 30）年度の『幼稚園教育要領』の改定で，幼稚園教育においても

文化的継承の役割を持つことが加えられたが，『教育基本法』においても，第二

条の第五項において「文化伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が

国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する

態度を養うこと」と記載がある 14）。したがって，幼保小の教育において，文化

的な歌の価値とそれが子供によって，遊びの中に再構成されるような素材とし

て，大人が選曲を見直す必要がある。また，小学校での指導計画には，未就学

施設よりも具体的な内容が記載され，感じることと学ぶことが含まれる。例え

ば，「歌のリズムを楽しもう」が，小学校では，「歌を拍にのってからだで感じ

よう」という文言として具体的に記載されている。第 1 学年における指導目的

を新しい学びにするために，子供の歌に関する指導を考えていくのだとすれば，

歌も伴奏も高度なリズムや速度感による歌唱曲を繰り返し歌う選曲よりも，「高

い-低い，速い-遅い，長い-短い」といった子供の「基礎的な音楽感覚」に焦点

を絞った音楽的経験に定めるべきであろう。具体的なリズムや音域の指標が示

されないまま保育者の主観によって選曲されることにより，子供が歌を間違っ

たリズムや音程認識のまま，音域の広い曲やリズムの複雑な曲を歌い続けるこ

とも考えられる。したがって，選曲においては，大人が子供の言葉や音楽的な

発達と歌を教える意味を教育者として深く考えられるような保育者養成が求め

られる。 

今後も，音楽的嗜好や子供のノリに合わせて，早口言葉のような細かいリズ

ムや複雑なリズムが，子供の歌に多く現れてくることが予想される。そういっ

た音楽文化の背景から，子供の複雑なリズムに対する理解度は増す可能性があ

る。しかし，現代の日本の子供が，替え歌や言葉遊びとして再構成した遊びと

して楽しめるような，日本語の抑揚に則した幼児歌唱曲，平易なリズムの理解

度の指標になるような教材のリストについて，検討する余地があるであろう。 
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